小布施町凍霜害対策支援事業補助金交付要綱
（趣旨）
第１条
この要綱は、農作物の凍霜害被害を軽減する取組を支援し、営農継続に資するため、防霜ファンの設置及び凍霜害対策用資材の購入に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付することについて、小布施町補助金等交付規則（昭和46年３月13日規則第６号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
(補助金の交付対象事業等)
第２条　補助金の交付対象事業、補助対象経費及び補助率は、別表のとおりとする。
（補助対象者）
第３条
前条に定める各事業の対象者の要件は次の各号に掲げる者の区分に応じ、当該各号に掲げる要件の全てを満たす者とする。
　(1) 個人　次のアからエまでに掲げる要件
　　ア　町内に住所を有すること。
　　イ　町税の滞納がないこと。
　　ウ　長野県農業共済組合が実施している果樹共済若しくは農業経営収入保険（以下「果樹共済等」という。）に加入していること又は果樹共済等に加入する旨を誓約すること。
エ　防霜ファンを設置する場合にあっては、隣接する10アール未満の園地の受益面積の合計を10アール以上とし、隣接する果樹園を経営する個人又は法人で組織する団体（以下「共同設置者」という。）全員が設置の同意をすること。
　(2) 法人　次のアからエまでに掲げる要件
ア　町内に主たる事務所又は事業所を有すること。
　　イ　町税の滞納がないこと。
ウ　果樹共済等に加入していること又は果樹共済等に加入する旨を誓約すること。
　　エ　防霜ファンを設置する場合にあっては、隣接する10アール未満の園地の受益面積の合計を10アール以上とし、共同設置者全員が設置の同意をすること。
（補助金の交付申請等）
第４条
前条の要件を満たす者の中で、交付を受けようとするときは、小布施町凍霜害対策支援事業補助金交付申請書（様式第１号）によるものとし、次の各号に掲げる書類を添えて町長に提出するものとする。
　（1）防霜ファン設置事業
　　　ア　防霜ファン共同設置同意書（様式１－１）

　　　イ　対象経費に係る見積書の写し
　　　ウ　防霜ファンを設置しようとする対象地の位置及び面積が分かる図面
　　　エ　果樹共済等に加入している者にあっては、果樹共済引受内容通知書又は農業経営収入保険証書の写し
　　　オ　果樹共済等に加入する旨を誓約する者にあっては、町長が別に定める誓約書
カ　その他町長が必要と認める書類
（2）凍霜害対策資材購入事業
ア　経費の支払を証する書類
イ　町外の園地で使用する場合は耕作をしていることが証明書できる書類

ウ　その他町長が必要と認める書類
（補助事業の内容の変更等）
第５条　規則第５条の規定による補助事業の内容の変更の承認申請にあっては、小布施町凍霜害対策支援事業補助金変更承認申請書（様式第２号）を、同条の規定による補助事業の中止又は廃止の承認申請にあっては、小布施町凍霜害対策支援事業中止（廃止）承認申請書（様式第３号）を提出して行うものとする。
２　規則第５条に規定する軽易な変更は、変更後の対象経費の額が、変更前の対象経費の額の30パーセント以内の減額の変更とする。
（実績報告）

第６条　規則第12条に規定する実績報告書は、事業完了後、速やかに小布施町凍霜害対策支援事業報告書（様式第４号）に必要な書類を添えて町長に提出するものとする。
（交付請求等）
第７条　補助金交付の決定の通知を受けた補助事業者等は、小布施町凍霜害対策支援事業補助金交付請求書（様式第５号）によるものとする。
（決定の取消し）

第８条　町長は、申請者が補助金交付の条件等に違反したときは、補助金交付決定又は一部を取り消すことができる。

（補助金の返還）

第９条　町長が既に交付した補助金について、不正な手続き等により補助金の交付を受けたと認めたときは、期間を定めてその返還を命ずるものとする。
（補則）
第10条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。
附　則
１　この要綱は、令和６年２月５日から施行し、令和９年３月31日限り、その効力を失う。
別表
	事業内容
	補助率・補助額

	１　防霜ファン設置事業
	受益面積10アール当たり50万円とし、設置費の1/2以内
（限度額：1申請あたり100万円）

	２　凍霜害対策資材購入事業
	受益面積１アール当たり1,200円とし、購入費の1/2以内
（限度額：農家１戸あたり24,000円）


